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23年　3月 �耶・初号機打ち上げ失敬■一遍 ������‡‡運 筆 が 
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「
い
ぶ
き
G
W
」
は
J
A
X
A

と
環
境
省
な
ど
が
開
発
し
た
衛
星

で
、
こ
れ
ま
で
2
種
の
衛
星
に
搭

載
さ
れ
て
き
た
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
を
観
測
す
る
セ

ン
サ
1
と
、
降
水
量
や
海
面
水
温

な
ど
地
球
上
の
水
循
環
を
観
測
す

る
セ
ン
サ
ー
の
両
方
を
搭
載
。
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
気
候
変
動
予
測
な
ど

の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
を
収
集
す

る。
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
分
離
後
、
太
陽

電
池
パ
ネ
ル
を
展
開
。
衛
星
の
状

態
は
正
常
だ
と
い
う
。
与
後
、
3

カ
月
ほ
ど
を
か
け
て
観
測
用
ア
ン

テ
ナ
の
展
開
や
機
能
確
認
を
進
め

て
い
く
。

天
気
予
報
か
ら
小
惑
星
探
査
ま
で
打
ち
上
げ
衛
星
さ
ま
ざ
ま

気
象
観
測
や
測
位
、
通
信
な
ど

日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
実
用
衛

星
か
ら
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
I
S
S
）
に
物
資
を
届
け
る

補
給
船
、
宇
宙
や
生
命
の
謎
を
解

き
明
か
す
探
査
機
ま
で
。
H
2
A

と
強
化
型
の
H
2
B
の
両
ロ
ケ
ッ

ト
は
多
種
多
様
な
衛
星
を
宇
宙
ま

で
届
け
た
。

H
2
A
で
は
、
気
象
衛
星
「
ひ

ま
わ
り
」
を
計
4
基
打
ち
上
げ

た
。
先
代
の
H
2
ロ
ケ
ッ
ト
が
1

9
9
9
年
、
後
継
機
の
打
ち
上
げ

に
失
敗
。
日
本
の
気
象
衛
星
が
一

時
不
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
」
2
0
0
5
年
に
H
2
A
と
し

て
最
初
と
な
る
ひ
ま
わ
り
6
号
が

無
事
軌
道
に
投
入
さ
れ
る
と
、
気

象
庁
関
係
者
は
喜
び
に
沸
い
た
。

官
本
版
の
全
地
球
測
位
シ
ス
テ

ム
■
（
G
P
S
）
を
実
現
す
る
「
み

ち
び
き
」
も
1
0
～
2
1
年
に
計
5
基

を
投
入
。
1
7
年
に
は
2
カ
月
お
き

に
3
基
続
け
て
打
ち
上
げ
た
。

0
7
年
の
ほ
号
機
か
ら
三
菱
重
工

業
に
打
ち
上
げ
業
務
が
移
管
さ
れ

る
と
、
海
外
か
ら
も
受
注
。
韓
国

の
観
測
衛
星
や
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
人
U
A
E
）
の
探
査
機
、
カ
ナ

ダ
企
業
の
通
信
衛
星
な
ど
を
打
ち

上
げ
、
後
継
ロ
ケ
ッ
ト
の
H
．
3
の

商
業
受
注
に
も
道
筋
を
付
け
た
。

探
査
機
や
天
文
衛
星
が
大
型
化

す
る
中
、
月
周
回
衛
星
「
か
や
や
」

や
、
小
惑
星
「
り
ゆ
ー
ぅ
ぐ
う
」
か

ら
砂
な
ど
を
持
ち
帰
っ
た
「
は
や

ぶ
さ
2
」
も
軌
道
に
届
け
た
。
「
S

L
I
M
」
に
よ
る
日
本
初
の
月
面

軟
着
陸
の
一
翼
を
担
っ
た
。

油
井
さ
ん
も
「
感
謝
」

輸
送
能
力
を
引
き
上
げ
た
H
2

B
は
、
物
資
補
給
機
「
こ
う
の
と

り
」
（
H
T
V
）
を
9
機
連
続
で
I

S
S
に
届
骨
た
。
1
5
年
の
I
S
S

滞
在
中
に
こ
う
の
と
り
を
迎
え
た

宇
宙
飛
行
士
の
油
井
亀
美
也
さ
ん

（
哲
は
、
「
長
い
間
活
躍
し
て
ぐ

れ
た
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ッ
ト
。
私

た
ち
が
宇
宙
に
行
け
る
の
は
、
（
H

2
B
が
）
I
S
S
に
貢
献
し
た
対

価
と
し
て
な
の
で
、
そ
の
技
術
力

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。


